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質生予察から見た昭和26年の天候と爾煎病の興生に蹴いて
西門義一 ・井上成信
1.緒 雷
稲熱病の発生誘因並びに発生予察に闘して近年多くの研究者の手によって研究を漣められて
来た.量農林省(7)は病害虫発生予察及早期発見に関する調査資料として、稲熱病に於ては稲の生
育扶況、稲熱病菌の越冬並びに繁殖扶況を明らかにせんがために、その越冬扶況、分生胞子生
成時期調査及分生胞子飛散扶況を調査研究せしめて居る.諸留 ・佐身木両氏(6)は稲熱病発現度
と日平均気温及び日照日数との聞の相関を時期的に区分して求め、業れによって稲作期間中本
病の発生に対して最も大ぎな影響を持つ時期、或は期聞が奈辺にあるかを明らかにした.集の
結果から稲の出穂期をと中心にして、気温の場合は出穂前25日から10日の期聞が本病発生花最も
膨響の大きい時期であるとし、 7.k稲の生育暦より見先場合は葉稲熱病は有効分襲決定期頃よ b
稲学期にわたる期聞が、叉稽頚稲熱病には幼穣形成期より穂字期を経て開花期にわたる期間の
気温扶態が最も重大な彫響を奥える事を報告じて居る. 栗林・市1両氏同州 tめは塞中に浮瀞
せる稲熱病菌分生胞子の飛散畿の多少が本病の発病~正比例するとしてグリセリシ腰スライド
グラスによる分生胞子採集方法を提唱し、之が発生予察に寄興ずる事が大きいとした.Harold 
T.C∞k氏(1)は馬鈴薯及びトマトの疫病の発生予察に就て気温と降雨量の関係から臨界温度線
と臨界降雨量線を決定して、降雨量が臨界降雨量をと廻り、温度は臨界温度より下る場合は発
生が大で叡ると図表の作成による方法を発表した.高木氏fめによると、稲熱病η発生予察に就
いて病気の主体となる稲の病気受入れ態勢阻及ぼす気象、即ち過去の祭象僚件と菌の侵入保件
に及ぼす業後の気象保件より予窮する事を、前者は偏差<tもぐらふ法による方法を報告して
居る.
著者は昭和2鮮に於て稲熱病の発生予察の基礎的資料を把揖せんが震に:天候、分生胞子飛散
扶現及び土壌肥料要素と発病との関係に就いて実験並に観察を試みたので此処に一躍其緒巣を
発表する弐第である.
2.責厳方法
(1)土壊の種類(砂土、壌土、粘土)と肥料要素の比率をと種kの組合せにして栽培せる絹2
品種に於ける稲熱病の発生に就いて弐の如含方法で実験を行った.
くA)供試握、捜瓦よりなる正方形桓てき商積は弘坪、即ち3尺角の無.底煉瓦壁を地下1尺8・
寸花壇渡し此の内に約1尺の深さに強粘土、砂土及び壊土(11砂と強粘土とを等重量に混合せ
るもの〉を入れたものである.斯の如き煉瓦握を3尺隔きに据え付り2個を一区として30区計
印権を1使用した.
くB)区劃、上速の棟瓦握印個、即ち3Q区の内10区宛に分ちて砂土、嬢土、粘土の各区とし
下記10区宛に就いて葉稲熱病、葉舌都植病及ひ・稽願稲熱病に就いて調査を行った.
くC)肥料、皆素は硫酸アγモ=ヤを、燐酸は過燐酸石次を、‘カ日旦は硫酸カ日旦を用い、基本
量として釜察幻反当19貫(1権当り硫安30g)，燐酸は1.4貫(過燐酸2.5g)、カ日旦は2.3貰
(硫加15g)と定め、その2傍量及4傍量を種kの組合わせぞ施用した.
(D)供試品種、雄町、愛媛紳力.
【.学研究鯵404島修2-!静 81-88買 1952) (81) 
(E)施肥及び挿棋、 6月29日に雑草を除き耕起して謹甑し、硫酸アンモ=ヤの半量と温燐
酸石/fi..を施肥し午後に至bて雄町を挿換し、翌30日に愛媛神力を挿現した.その後10日を経て
硫酸加旦を施し、更に 10日を経て残Pの硫酸アシモ=ヤを施肥した. (C)に示す肥料割合以
外に更に 8月17自に硫安を 4倍区に反当'2.8買、 2傍区に同6.4買、 1傍区に同3.2買を温加施
肥を行った.
(F)管玉虫 除草は7月中旬、 8月上旬陀行った.
(G)調査方法 7月 16日よ b各区の憶病調査を適当な日を，選んで行った.最初葉稲熱病の
病斑数を数えたが8月に至ってより櫨病甚だしく増加して病斑散の調査に困難を感じて来たの
ぞ土+…・仰の五階級に分けて調査を行った.その結果は土=1 + = 3 it= 5俳=7 00=10 
tx.る厳で計算し第3表に品種別に表わした.
(2) 気象観測の結巣は岡山積~候所の配鎌による.その記録は第 1 表の如し.
第 1表 昭和26年の気温、降水量並に日照時間と明治24年から昭和5年に至るその累計平均
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8月1旬・ 1~.5 2.3 48.0 
2 19.2 .0 42.0 
3 18.9 30.8 39.4 
4 21.3 3.~ 45.2 
5 20.4 27.9 32.6 
6 21.6 18.4 84.7 
卒均 20.2
7月1句 22.7 59.1 27.7 
2 23.0 61.7 18.4 
3 28.3初1.5 7.0 
4 23.5 7.7 18.6 
5 26.5 .0 加 .8
6 27.5 .0 71.6 
平均 24.6
1$1.8 25.2 43.9 9 J1句
20.7 16.7 39.6 2 
21.5 24.8 41.3 3 
21.9 30.8 3fj.6 4 
22.5 31.5 25.6 5 
23.2 37.1 28.2 6 
21.6 "f均
23.8 32.6 33.5 10月1句
24.7 28.5 34.5 2 
25.8 23.8 34.6 3 
~.2 15.8 47.3 4 
26.9 22.7 43.5 5 
27.3 12.8 62.3 6 
25.9 卒均
2'.7 .0 46.7 27.0 17.1 44.6 
2~.6 3.8 42.5 26.6 21.6 42.3 
26.2 0.4 51.8 26.6 17.3 48.5 
27.3 26.9 
22.5 2.3 27.7 26.7 17.7 37.5 
21.7 15.9 21.7 24.8 26.8 40.6 
20.5 63.0 18.9 23.字:l6.8 32.3 
l8.8 .0 30.5 22.4 20.2 25.4 
18.3 15.1 3~.6 21.1 30.3 36.6 
19.5 20.2 30.6 20.1 30.7 31.6 
20.2 23.0 
17.5 .0 43.4 18.7 17.5 26.8 
18.3 .0 36.0 17.日 24.9 33.1 
18.7 59.4 21.6 ]6.8 14.7 28.3 
18.1 12.8 37.8 16.3 11.5 26.3 
16.0 10.1 25.2 15.2 9.6 34.6 
13.0 .0 36.9 14.6 16.~ 41.3 
16.8 16.5 
(3)施予採集.7.K回の宰中に飛散せる胞子を採集する目的の震に弐のま日き採集合を設けた.
水聞の遁風の良い場所を選定し 3尺の高さに5Ox35cmの板の採集台を水平に置を、それより
1尺の高さに降雨を防ぐ需にトタン板による屋根を設けた採集合にグリセリシ腰スライドグラ
スを水平に置き、毎朝一定時聞に取替えて一重夜暴露し胞子を附着せしめ、常法により胞子飛
散朕況調査を 7月10日より 10月10日産鏡検調査を行った.
(82' - 26ー
3.実酸結果
事務2表分生胞乎採集数
(一日平均〉
月 字句別 胞子採集数
く1)胞子飛散扶況調査結果は字句別に第2表及び第1図の
如き結果である.此の結果より見ると、胞子飛散は7月の第3
字句頃よ!J10月の第26ド旬頃まで続くものの如〈最高胞子採集
数は8月第66ド旬の31個であった. 8月は飛散が上昇するも 9
月第16ド旬に減少し9月第3宇旬に再び上昇して居る.そして
ぜんじ減少の曲線を見せて居る.葉稲熱病は7月20日頃よb僅
かに発生し初めて居b、胞子はそれよりも10日以前頃より飛散-
?????????
?????
??
? ?
????
??
?
?
?
??
??
???
??
"'3字句-一
I 4 
7 { 
I 5 
¥. 6 
1 
2 第 1図表昭和26年の稲作期間に於ける稲勲病菌胞子の飛散 。?
? ?
8 ???????
?
6 
1 
2 
9 l 
3 
4 
5 
6 1 J 545 6.~今 CJ 6..1'之容グ 5aιι
VI ' VDI IX X 
→数月及字句別
を生じ水稲開花期である 8月第6字句に最高の胞子採集であった.第2表で.は字句別に8月第
6字句が陵高胞子採集数を・数ふるが目別に見るb今年の結果では9月11日が畳高の胞子採集較
で66個であった.之はその2目前に降雨があったのが関係して居るももの如く、その後急:に減
少して居る鴛に字句別には少くなって居る.
(2)気象僚件 今年の平均気温及び降水量とその累年平均との比較を図表に示すと第2図
表の如くてチある.第1表並び陀第2図表か宇今年の朱象僚件として平均無温、降雨量及び日照
時般の点を平年のそれらの気象とを比較して見ると降水量は7月の第16ド旬から第36ド旬にか
けて高い降水量を示し、特に7月第3字句に於ては近年に稀な大豪雨で201.5mmの降水量であ
b之は平年の23.8mmよbも著しく多い.その期間の気温は7月の第4字句に至る間.2jS-年に比
し非常に低温であって日照時数も短かかった.その後7月下旬から8月に至る期聞は殆ど降水
量はな〈無温も上昇し8月第4字句は特に高温でその期聞は一般に高温を示し日照時間も長く
て亭魅的天候が続いた， 9月に至って降雨があり特に第3牟旬は平年よりも寓い降水量があっ
てその後適当な降雨があった.要ナるに本年の9月の気温は近年に稀な低温が続き白照時間も
短かく、特に7月、 8月、 9月は.異常な天候であったと云える.葉稲熱病の蔓延扶況は7月の
大豪雨後天候が快復して後念に発生して居る.之は6月及び7月の低温の需に稲の生育が遅延
して居た事と、.大豪雨後の天候怯復によ b肥効が表われて、稲が念激な生育をなした矯に、稲
熱病の発生が箸してなったものの様である.
(3)稲作期聞に於ける胞子飛散欺況と気象との関係に就いて.分生胞子の形成の多少は気
-~ー (83)
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温と漁度とK関係ある事は明らかで、胞子形成が多ければ胞子飛散が多い事は云うまでもな
ν、.
今年の天候を考慮忙し胞子飛散般況を観察して見ると、 7月は降雨が多かった儒K日照時聞
が短〈、しかも卒年よりも低温の日が続ぎ特に7月の中旬には大豪雨があった.その後7月の
下旬から 8月K至る期聞は高温が蓮続して降水量は殆んEなししかも強烈な日射で卒舷的君主
天候であった.斯η如普天候の濡'(C.7月の曇天降雨の影響で葉稲熱病の発生を多く見たが.そ
の後の高温羊舷の需に胞子形成が抑制されたかの如く胞子飛散が低位に止った様である. 9月
第 3表 土援の穫額及び肥事事要素と時期別業稲黙病並びに薬舌部の橋病 共の一雄町
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第3表 土嬢の種贋及び肥草寺要素と時期別葉稲熱病並ぴに葉舌部の稽病 実の二愛媛神力
区
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41.4 100.0 
18.3 52.9 
11.7 93.3 
君.1 15.1 
4.5 11.1 
1.2 7.3 
8.8 20.8 
2.7 23.0 
1.3 13.1 
12.2 20.1 
25.1 42.1 
26.9 73.0 
5.9 53.3 
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備考. 本表の数字中、骨7月20-30日の分は 1権内の棄の病斑教を表わじた.**8月6日-9月5日の分
は権内の各株の被害程度を土(1). + (3). * ( 5). t十t(7).flI+ (10)の5階級に分けて調査
し、その数字を合計した物もある・骨静養9月19日及10月1日の分は 1根内の業舌稽病本数の全数K
対する%を示して居る.
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に至ると降雨がたとやれ、 8月の斯かる天候の需に胞子飛散が減少したにもかかわらや、降雨
後 1-2日には再度の胞子飛散の増加を見た.字句別には最高でなかったが日別に見ると 9月
8-9日の降雨の影響で10-11日の両日には胞子飛散を急:に増加し 9月11日には胞子飛散数が
陵高であった.然し;気温は平年よりも稀な低湿であった.
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此の結果から見ると胞子飛散は胞子形成に関係する漁度の上昇、それには降雨及び日照が影
響を及ぼナ毒事が大きい.それ故に8月中旬の天候が葉稲熱病に関係すると同時に摘頭稲熱病の
発生にも影響を及ぼすであろうと考えられるので出穂前の天候佐考慮したくてはならない.
( 4")権I'C於ける発生蜘況.此の結果は第3衰の如くである.葉稲熱病及び槽頚稲熱病は供
試2品種共に窒素多用区に於ては発生頗ぷる甚だしかった.葉稲熱病は砂土区が肥効が速い持
発病が速やかで、その後嬢土及び砂土区で筆素4傍区では加里の櫓械を問わす=発病が茜だしか
ったが窒素1倍区では発病が少かった.愛媛紳力は砂土友び嬢土区で寵紫4俗区では全葉が櫨
病し稲の伸長が抑制されて出穂も殆どなく牧樺皆無の惨害を蒙った.粘土区は砂土及び嬢土区
に比肢して葉稲熱病の発生は少かった.雄町は節稲熱病の発生の震に折節があり摘頚稲熱病及
葉舌部の調査に困難であったが窒索、燐酸質肥料の4健施肥の場合は葉稲熱病の発生と共に稽
顕稲熱病の発生も大であり、加里の多用では発生が少し粘土区では積額稲熱病の発生は砂土
及び媛土区に比L:著かった.愛媛紳力は砂土友び築土区に於て窒素2倍区でも相当高い様病E撃
であるが、窒素4傍区では葉稲熱病が箸しかったので槽頚及ひ・葉舌部の擢病は100%叉はそれ
に近い櫨病率であった.輩素2傍区でもカ日星の少い場合は相当の躍病があワた.斯の如ま結果
は砂土及び嬢土は窒素質肥料の多用で稲熱病の発生を著しく大たらしめるが、粘土は前者より
も躍病は少い.之は粘土質土嬢であるために肥効が徐Aであるからであろう.カ日星は窒素質肥
料の多用でない場合は発生を抑制するが、窒素質肥料の多用では艶分かの差は生歩るけれども
強い抑制は起ぎない様である.
稲熱病の発病は7月20日頃より僅かに発生を見て居る. 7月27日頃には肥料による発病の相
異が見られ、 7月30日頃より発病は勿論肥料の組合せ及び多少にーとって異なるが、発宥がよ P
顕箸になるものの様である.
術供試2品種の出穂開始日を示すと第4表の如くである.
事務 4 表 供拭稲2品種の土嬢並びに肥務重要素と出事事開始日との関係
係官賞t.種
雄 町 愛 援 紳 カ
区施肥割合
NPK 砂 土 型民 土 粘 土 砂 土 ヨ眠 土 粕 土
BH，2U 9 日周.同2 1H.U 2 8J.1 二1日 n D 8円.削8 1 222 !l. O 
2 422 8.2!l 8.31 9. 4 9. 3 9. 7 9. 7 
3 122 9. 2 8.30 9. 4 9. 7 9. 7 9. 7 
4 242 8.30 9. 2 9. 2 9. 7 9. 5 9. 5 
5 212 8.29 9. 3 9. 5 9. 5 9. 6 9. 6 
6 224 8.28 9. 4 9. 6 9. 5 9. 5 9. 7 
7 221 8.29 9. a 9. 3 9. 4 9. 6 9. 5 
8 441 8.27 9. 1 9. 3 9. 3 9. 4 9. 4 
9 414 8.27 9. 3 9. 1 8.30 P. 5 9; 4 
10 411 8.27 9. 4 9. 4 8.30 9. 7 9. 5 
(5)糟頚稲察病の普通栽培に於ける今年の発病.以上の実験とは別に普通栽培稲の穂頚稲
熱病の懐病調査を行ったので参考の需に配るす.此の稲は6月28日に挿棋し反当硫安12貫、過
燐酸石d，l(5貫、硫酸加旦3買を施とし栽培したものである.調益は11月6-7日の両日に1品
種30株宛を調査した.その結果は第5衰のま日し.
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第 5表 穂積稲熱病の発生程度〈昭和26年〉
品 種 総茎数 摘病茎 宿病率 品 積 総茎数 構病茎 宿病寧
‘ー
'町 819 35. lrs . 事 39 .. ‘也" 10 ta 
雄金毛チ 456 58 12.7 • 520 48 9.2 
旭 道 書草 544 67 12.3 農林 EU号 455 51 1l.2 
温海紳力 546 104 19.0 旭 441 21 4.8 
農林 18号 530 34 6.4 平 均 9.8 
4.考 察
稲熱病の発生は天候特に気温、日照及び降雨の彫司障を被むる事が多いが、稲の生育般況並び
に胞子飛散の調査が稲熱病の発生予察に必要とされている(栗林氏等).昭和2鮮に於げる岡
山麻南部での稲熱病の発生は業稲熱病に於ては相当激甚な発病を見たが、穂頚稲熱病はさほど
ではなかった.葉稲熱病の発生は7月初日頃に始まれ 7月30日頃に土嬢及肥料の試験区に於
ては念激な発病を見た.その葉稲繋病は6~7 月が低温多雨で稲の発育が遅延したが、 7 月下
旬天候の快復と共に稲の生育が進み発病が士曾加したものの畿である.しかし7月下旬からは降
雨少なく、高温と強烈な日射が続いたので8月以後、葉稲熱病の蔓延は制約された.同時に土
雛肥料も民i係し、葉稲熱病は重粘土よPも嬢土及び砂土に於て、叉輩素質多用区で発病が大で
あった.
槽顕稲熱病の発生は諸留・佐占木氏によると日照と気温の関係で出穂前25日から10日の期聞
が相闘が高いと報告しているが、此の時期は当地方に於ては8月上中旬に該当するが此の期聞
は上記の如ぎ天候僚件であったので稲熱病の発生には好篠件とは言えなかった.
胞子飛散扶況につきでは昭和26年の結巣のみで論守るとξは早計であるが少くとも周年の胞
子採集結果は栗林氏及ひ精岡氏tりの実験結果と比較すると著しく少なかった同年は葉稲熱病
が相当に発生していたにもかかわらす=胞子採集獄が少なかった事はその採集技術が相当六ケ敷
いととを示し、之による輯熱病発生予知の判定には術研質すベ色点があると思はれる.
Harold T. Cook氏は馬鈴薯疫病に就て実験し、長期に亙るその各年の降雨量及び気温の関
係を調査し、発病臨界棋をグラフκ表は・し、その年の降雨量又は.気温がモの線を上下するとと
によPてそ¢実生を予察するととを提唱している.之は返確たるものであるとは云え友いかも
しれねが簡便なる方法である.経熱病(f)発生予察に於ても胞子採集による方法と共に天候と発
生との民係を究明し Cook 氏の如~降雨量と気温の発病臨界線をま支り得れほ便宜と思う.
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